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市
の
財
政
情
報
を
分
か
り
や
す
く
開
示
す
る
た
め
、
民
間
企
業
会
計
の
考
え
方
と
会
計
実
務

を
取
り
入
れ
、
平
成　

年
度
決
算
に
係
る
財
務
書
類
４
表
を
作
成
し
ま
し
た
。

２２

　

市
で
行
っ
て
い
る
事
業
は
、
普
通
会
計
以
外
に
も
上
水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
、
国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
の
公
営
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
処
理
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
事
業
を
、
一
部
事
務
組
合
や
市
が
出
資
し
て
い
る
公
益
法
人
な
ど
を

通
じ
て
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
財
務
書
類
は
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
公
営
事
業
会
計

や
公
益
法
人
等
ま
で
を
対
象
と
し
た
市
全
体
の
連
結
財
務
書
類
も
作
成
し
て
い
ま
す
。
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市民一人当たり市全体連結普通会計区　　分

２０５万円９４７億８，７３６万円６８８億５，０４９万円期首純資産残高

▲５３万円▲２４３億９，８７９万円▲１８９億３０８万円純経常行政コスト

５４万円２５２億２，９７２万円１９６億７，２９９万円財源調達

１１万円４９億９，３２３万円４９億９，３２３万円地方税

１９万円８９億５，３６４万円８９億５，３６４万円地方交付税

３万円１６億６，１５５万円１６億２，６２８万円その他一般財源

２１万円９７億６，４１６万円４０億４，５９１万円補助金等受け入れ

▲０．３万円▲１億４，２８６万円５，３９３万円その他

２０６万円９５６億１，８２９万円６９６億２，０４０万円期末純資産残高

　市全体連結では、純行政コストよりも国・県補助金の受け入れが多かったこと
などにより、純資産は８億３，０９３万円増加しました。
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市民一人当たり市全体連結普通会計区　　分

７５万円３４６億３，４３３万円１９３億７，６６２万円経常費用（ａ）

１２万円５３億４，１９６万円４４億８，２２２万円１．人にかかるコスト

１０万円４５億６，８４５万円３７億９，８４９万円（１）人件費

２万円７億７，３５１万円６億８，３７３万円（２）退職手当等引当金繰入

２１万円９７億４，００９万円６７億６，２７５万円２．物にかかるコスト

９万円４２億４６６万円２７億８，０３９万円（１）物件費

０．７万円３億１，５７０万円１億４，１８７万円（２）維持補修費

１１万円５２億１，９７３万円３８億４，０４９万円（３）減価償却費

３９万円１８０億８，５８３万円７７億３，３７０万円３．移転支出的なコスト

３３万円１５２億３，２６３万円２９億９，９９５万円（１）社会保障給付費

５万円２５億４，８００万円１６億４，７９４万円（２）補助金等

０．７万円３億５２０万円３０億８，５８１万円（３）他会計への支出

３万円１４億６，６４５万円３億９，７９５万円４．その他のコスト

１万円６億７，４７２万円４億１，９２４万円（１）公債費（支払利息）

２万円７億９，１７３万円▲２，１２９万円（２）その他の行政コスト

２２万円１０２億３，５５４万円４億７，３５４万円経常収益（ｂ）

０．７万円３億３，５９７万円２億８，０３５万円（１）使用料・手数料

１２万円５４億２，３６２万円１億９，３１９万円（２）分担金・負担金等

４万円１７億９，５７２万円―（３）保険料

６万円２５億８，１４６万円―（４）営業収益

０．２万円９，８７７万円―（５）その他の収入

２９．６２．４負担比率（ｂ）／（ａ）％

５３万円２４３億９，８７９万円１８９億３０８万円純経常行政コスト（ａ）－（ｂ）

　市全体連結の経常費用は、３４６億３，４３３万円で、その半分は社会保障給付費や補
助金等の移転支出的なものが占めています。
　純経常行政コストの２４３億９，８７９万円は、社会保障給付費などの経常費用から手
数料などの経常収益を差し引いた差額であり、この差額は税金や補助金などで賄
われています。

会計・法人名等区　分

一般会計
公営墓地特別会計
温泉事業特別会計

普 通 会 計

上水道事業会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別浄化槽整備事業特別会計
簡易水道事業特別会計
宅地造成事業特別会計

公営企業
会 計公

営
事
業
会
計 国民健康保険特別会計

（事業勘定、施設勘定）
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

そ の 他

茨城県市町村総合事務組合
茨城租税債権管理機構
茨城県後期高齢者医療広域連合
大宮地方環境整備組合
城北地方広域事務組合
茨城北農業共済事務組合

一部事務組合・
広 域 連 合

（財）常陸大宮市農業公社
（財）常陸大宮市勤労者等福祉事業団
（財）山方ふるさと振興公社
（財）ごぜんやま振興公社
常陸大宮市街づくり（株）
おがわ地域振興（株）
（株）ふるさと活性化センターみわ
（財）常陸大宮市体育協会

第三セクター等

常陸大宮市の連結範囲
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　市全体連結ベースでは１，４２０億６，６５８万円の資産を有していて、そのうち学校や道路などの公共資産（非金融資産）は９１．６％を占
めています。
　公共資産のうち、将来世代の負担義務のない純資産の比率（公共資産の形成において、これまでの世代が負担した比率で、企業
の自己資本比率に相当するもの）（Ｂ）／（Ａ）は、普通会計ベースが７５．３％、市全体連結ベースでは７３．５％で、標準的な数値（５０
～９０％の間）となっています。平成２１年度と比較すると、普通会計ベースでは２．１％、市全体連結ベースでは１．６％増加しているの
で、将来世代の負担が少し軽減されたことになります。

財　　　　　産
市民一人
当たり市全体連結普通会計区　　分

資産の部
　（年度末の市の資産）

２８１万円１，３０１億２，３２１万円９２４億９，８７１万円１．公共資産　（Ａ）

１６６万円７６８億１，４４０万円４６２億４，６２７万円
（１）事業用資産庁

舎，学校，文化
センター等

１０７万円４９３億５，９５９万円４２３億３２２万円
（２）インフラ資産

道路，上下水道
等

８万円３９億４，９２２万円３９億４，９２２万円（３）売却可能資産
１２万円５４億６，７３５万円５７億２，３７８万円２．投資等
０．６万円２億７，４４１万円１５億２，９０３万円（１）投資及び出資金
２万円８億９０９万円８億９０９万円（２）貸付金
９万円４３億８，３８５万円３３億８，５６６万円（３）基金等
１４万円６４億７，６０２万円４０億９，９２３万円３．流動資産
１３万円６０億５，２８４万円１１億７４８万円（１）資金
１万円４億２，３１８万円２９億９，１７５万円（２）未収金等
３０７万円１，４２０億６，６５８万円１，０２３億２，１７２万円資産合計

財　　源
市民一人
当たり市全体連結普通会計区　　分

負債の部
　（資産の財源のうち今後返済しなければならない金額＝将来世代の負担分）

９１万円４２１億３，１７６万円２９５億７２２万円１．固定負債

７６万円３５１億４，０４１万円２３３億８，３３５万円
（１）地方債（翌々

年度以降返済
額）

１５万円６９億１，８６０万円６１億２，１３９万円（２）退職手当等引
当金

０．２万円７，２７５万円２４８万円（３）その他
９万円４３億１，６５３万円３１億９，４１０万円２．流動負債

８万円３６億８，４８５万円２９億５，５６５万円（１）翌年度償還
　 予定地方債

１万円６億３，１６８万円２億３，８４５万円（２）その他
１００万円４６４億４，８２９万円３２７億１３２万円負債合計

純資産の部
　（資産の財源のうち負債を除いた金額＝現在までの世代の負担分）

２０６万円９５６億１，８２９万円６９６億２，０４０万円純資産合計　（Ｂ）
３０７万円１，４２０億６，６５８万円１，０２３億２，１７２万円負債・純資産合計

２２４億３，４６７万円収入総額 ���

２１９億３，２０９万円支出総額 ���

２２億５，８２４万円地方債発行額 ���

３３億８，５４４万円地方債元利償還額 ���

２億４，６８７万円財政調整基金等増減 ���
１８億７，６６５万円�������������	���
�

普通会計基礎的財政収支（プライマリーバランス）
� ������������������������������������������������������������������

（普通会計の歳入総額から年度内の借金（地方債など）を除いた歳入と、歳出総
額から借金の元利払いなどを除いた歳出の差のことで、赤字であれば借金が増加
していて将来の負担は増加したことになります）

　平成２２年度は、１８億７，６６５万円の黒字となったので、その黒字分だけ将来負担が
軽減されたことになります。

�������	
��������������
��������	
��������������	������������ �!��"#�$%&�
��������	
�

市民一人当たり市全体連結普通会計区　　分

１４万円６３億６４７万円５７億１，５９１万円
１．経常的収支
　　支出：人件費等
　　収入：税収、国・県補助金

▲３万円▲１２億４，９７５万円▲１０億６，５４３万円
２．公共資産整備収支
　　支出：公共資産整備経費
　　収入：国・県補助金等

▲９万円▲４０億４，０１０万円▲４１億４，７９０万円
３．投資・財務的収支
　　支出：投資，地方債償還額
　　収入：基金取崩，その他

２万円１０億１，６６２万円５億２５８万円当期収支
１１万円５０億１，６７７万円６億２４３万円期首資金残高
０．０万円１，９４５万円２４７万円経費負担割合変更に伴う差額等
１３万円６０億５，２８４万円１１億７４８万円期末資金残高

　期末資金残高は、期首（前期末）資金残高
から当期の収支を差し引いた平成２２年度末の
資金残高で、市全体連結では６０億５，２８４万円
となっています。
　なお、市全体連結の「経費負担割合変更に
伴う差額」とは、一部事務組合・広域連合の
連結は負担割合で行っていますが、この負担
割合が変更（負担金の増減等）になったこと
により発生したものです。

※いずれの表も金額は四捨五入のため、合計が合わないことがあります。市民一人当たりの金額は、平成２３年３月３１日の住民基本台帳人口（４６，３３４人）
を用いて算出しています。また、数値が±１万円未満のみ小数点第１位まで表示しています。詳細は、ホームページをご覧ください。
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